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死亡労働災害多発緊急事態宣言について 
～ 死亡交通労働災害が３件発生、交通労働災害防止のための取組を要請～ 

 

盛岡労働基準監督署（署長：松本秀二）では，本年１月１日から２月１７日までに、労

働災害により４名の方が亡くなり、うち３名は、業務で車両を運転中にカーブでスリップ

して対向車線にはみ出し、対向車と衝突して死亡していることを受け、本年３月３１日ま

でを目途に「死亡労働災害多発緊急事態」を宣言し、交通労働災害防止のための重点

事項の遵守(別紙参照)を広く周知徹底することとしました。 

なお、４名の死亡災害の発生は、昨年１年間の死亡労働災害３名を超えており異常

事態となっています。 

当署では、今後もしばらくは路面が凍結している状況が続くことが予想されること、ま

た、年度末に向け人や物の移動など経済活動の活発化等から死亡労働災害の増加が

懸念されることから、管内の労働災害防止団体等への要請、岩手労働局ホームページ

を活用した広報等により、 

・事業場における管理体制の確立や適正な走行管理等の実施 

・自動車を運転させる場合における事前の天候・路面の状況の確認 

・急な加速・急なハンドル操作・急なブレーキ操作の禁止 

・カーブの前での余裕を持った十分な減速 

等を内容とする労働者教育を実施するなど、緊急に死亡労働災害撲滅に向けた交通

労働災害防止対策の取組を展開します。 
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死亡労働災害多発緊急事態宣言 
 

盛岡労働基準監督署管内では、本年１月１日から２月１７日までの期間中に、労働災害

により４名の労働者の方々が亡くなりました。これは昨年の当署管内の年間死亡労働者数

３名をすでに超えており、異常事態となっています。４名のうち３名は、業務で車両を運

転中にカーブで対向車線にはみ出し、対向車と衝突した事故で死亡しており、いずれも路

面が圧雪状態や凍結状態であったこと、発生した時間帯が早朝及び夕方であったことが共

通する特徴として挙げられ、また、発生場所である国道４号線等の幹線道路は例年に比べ

て積雪が少なく、速度を抑制して走行するという意識が薄かったものと思われます。 

当署としましては、今後もしばらくは路面が凍結している状況が続くことが予想される

こと、また、年度末に向け人や物の移動など経済活動の活発化等から死亡労働災害の増加

が懸念されることから、平成２６年３月３１日までを目途に「死亡労働災害多発緊急事態」

を宣言し、管内の労働災害防止団体等への要請、岩手労働局ホームページを活用した広報

等の取組を展開します。 

なお、管内の事業主各位におかれては、多発している車両によるスリップ事故等の防止

対策を徹底するため、別紙の交通労働災害防止のための重点事項に留意していただき、事

業場における管理体制の確立や適正な走行管理等を実施していただくとともに、業務で車

両を運転等する場合には、急な加速・急なハンドル操作・急なブレーキ操作をしない、カ

ーブの前では余裕をもって十分に減速すること等を内容とする労働者教育を実施するなど

の交通労働防止対策を講じていただき、緊急に死亡労働災害撲滅に向けた取組みをお願い

いたします。 

平成２６年２月１８日  

盛岡労働基準監督署長 松本 秀二 



別紙 

交通労働災害防止のための重点事項 

１交通労働災害防止のための管理体制等 

（１）管理体制の確立 

（２）方針の表明、目標の設定、計画の作成・実施・評価・改善 

（３）安全委員会等での調査審議 

２適正な走行管理 

（１）適正な労働時間等の管理、走行管理 

（２）適正な走行計画の作成 

（３）点呼の実施とその結果への対応 

３教育の実施 

（１）雇入れ時・日常の教育、交通危険予知訓練等 

（２）運転者への配慮、認定制度等 

４交通労働災害防止に対する意識の高揚 

（１）安全大会の開催、表彰制度、ポスターの掲示 

（２）交通安全情報マップの作成 

５健康診断等  

（１）運転時の疲労回復 

（２）健康診断の実施、事後措置の確保、心身の健康保持増進  

６その他 

（１）異常気象時の適切な対応 

（２）車両の適切な点検・補修 

（３）自動車に必要な安全装置（ＡＢＳやエアバッグ等）等の整備 


